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【手続補正書】
【提出日】平成21年3月10日(2009.3.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記成分：
　（Ａ）結晶性又は半結晶性ポリオレフィン樹脂；及び
　（Ｂ）層化した無機物を含むナノサイズ充填剤
を含むポリオレフィンナノコンポジット材料であって、層化無機物の無機分の量がポリオ
レフィン樹脂（Ａ）１００重量部当り０．０２～３重量部であり、成分（Ａ）の溶融流量
値ＭＦＲ（１）対ポリオレフィンナノコンポジット材料の溶融流量値ＭＦＲ（２）のＭＦ
Ｒ（１）／ＭＦＲ（２）比は少なくとも１．０２である、前記ポリオレフィンナノコンポ
ジット材料。
【請求項２】
　成分（Ｂ）が層状珪酸塩である請求項１に記載のポリオレフィンナノコンポジット材料
。
【請求項３】
　層化無機物の無機分の量はポリオレフィン樹脂（Ａ）１００重量部当り０．０３～３重
量部である請求項１に記載のポリオレフィンナノコンポジット材料。
【請求項４】
　グラフト化ポリオレフィンから選択される相容化剤をさらに含む請求項１記載のポリオ
レフィンナノコンポジット材料。
【請求項５】
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　請求項１に記載のポリオレフィンナノコンポジット材料の製造方法であって、
１）ポリオレフィン樹脂とナノサイズ無機充填剤（Ｂ）とを混合することによりマスター
バッチを製造すること；及び
２）段階（１）で製造したマスターバッチとポリオレフィン成分（Ａ）とを混合すること
を含む前記ポリオレフィンナノコンポジット材料の製造方法。
【請求項６】
　前記ナノサイズ無機充填剤（Ｂ）をポリオレフィン樹脂が溶融状態のときに当該ポリオ
レフィンに加える、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　溶融ポリオレフィン成分（Ａ）に直接的に未稀釈無機充填剤（Ｂ）を添加する一工程を
含む請求項１に記載のポリオレフィンナノコンポジット材料の製造方法。
【請求項８】
　請求項１～４のいずれかに記載のポリオレフィンナノコンポジット材料を含む繊維。
【請求項９】
　請求項８に記載の繊維を含む不織布。
【請求項１０】
　請求項１～４のいずれかに記載のポリオレフィンナノコンポジット材料を含むフィルム
。
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